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Ⅰ 熊本大学教育学部附属小学校の現況及び特徴と目的 

１ 現況 

（１）学校名：附属小学校 

（２）児童数及び教員数（平成 26年 9月１日現在） 

   ：児童数６８０人、教員数２５人、非常勤教員数３人、事務職員数２人 

２ 特徴 

（１）教育実習の実施校 

本校は国立大学法人の附属小学校として、教育学部学生の教育実習を実施するという使命があ 

る。そのため、教育学部の２年生～４年生の教育現場実習を実施する体制が教育学部との連携のも

とに整えられている。 

（２）先導的な教育研究の実施校 

本校は国立大学法人の附属小学校として、教育理論及び教育の実際に関する研究並びにその科学 

的実証を行うとともに、公立学校への教育協力と情報提供を行うという使命がある。そのため、年

間通して授業をもとにした研究実践を行い、その成果を年度末に研究発表会を開催して全国に発信

している。また、公立学校の校内研修や各組織の研究大会に対して、その依頼に応じて本校職員を

講師として派遣している。 

（３）本校の職員の人事 

   上記の使命をもつ本校は、教育に対する情熱と専門的な指導力を有する教員の確保が必要である。

本校職員は、校長は教育学部教授が務め、学部と学校の連携を密に図ることができるようになって

いる。また、副校長は公立学校における校長経験者が務め、学校経営を行っている。教頭は公立学

校における教頭経験者が務め、学校経営の補佐を行っている。主幹教諭は、学内人事により資質・

能力に優れた教諭を任命している。教諭及び養護教諭については、熊本県及び熊本市教育委員会と

の人事交流によって本校に採用となり、本校を退職した後は、熊本県や熊本市の公立学校に採用さ

れることになっている。 

（４）関係機関との連携 

   本校の使命及び教育目標を達成するために、人事及び学校運営、研究・教育実習の推進において

関係機関との連携強化を図っている。 

① 専任教員の人事については、熊本県教育委員会や熊本市教育委員会との人事交流である。 

② 全国国立大学附属学校連盟及び九州地区国立大学附属学校連盟に属し、情報交換を密にしなが 

 ら取組の充実を図っている。 

③ 教育学部・附属学校連絡協議会等により、学部との連携を緊密にした学校経営を行っている。 

（５）児童の入学条件 

  ① 入学者募集定員は、１０５名程度（男子５３名、女子５３名）である。（附属幼稚園からの連絡

入学者を含む） 

② 志願資格は次の通りである。 

 ア 熊本市に保護者と同居し、そこを生活の本拠地とする者 

 イ 自宅から徒歩または公共交通機関を利用して、５０分以内で通学できる者 

③ 入学者の選考考査を実施し、それに合格した者に入学の許可をする。選考考査の内容は、本校

の特質を考慮し、考える力・判断する力・運動する力・話を聞く力・集団で行動するときの態

度等に関するものである。 

３ 組織の目的 

（１）本校の使命 

   本校は国立大学法人の附属小学校として、次の使命に基づき学校経営及び学校教育を実施する学

校である。 

① 国立大学法人熊本大学教育学部附属小学校として、初等普通教育を行う。 

② 教育理論及び教育の実際に関する研究並びにその科学的実証を行う。 
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③ 教育学部学生の教育実習を実施し、その指導を行う。 

④ 公立学校への教育協力と情報提供を行う。 

（２）本校の教育目標 

本校教育が目指す人間像は、主体的・自発性に富み、郷土を愛し、郷土に生きる心を基調として、

創造的でしかも個性的に生活を切り拓き、人のため世のために貢献する国際性豊かな人間である。

そのために、自主・自立、個性の尊重、郷土愛・人間愛、強い心と体の発達を願い、次の教育目標

を設定している。 

① 自主・自立の教育 

 ア 自己の責任において、自分で意欲的に学ぶ意志・能力・態度を育てる。 

 イ 自らの学習課題・生き方を課題とする教育の推進を図る。 

② 個性重視の教育 

 ア 個人の尊厳性を大事にし、自主的・自発的に取り組む態度を養う。 

 イ 個性的な創造力、主体的な判断力を培う教育を行う。 

③ 自他の尊重の教育 

 ア 思いやり、尊敬、感謝の心をもち、人のため世のために力を尽くす人間の育成に努める。 

 イ 勤労体験、自然体験、社会体験を重視し、豊かな知性と生きる力を育成する。 

（３）本校の沿革史 

   ・明治 ７年１０月  熊本市新町に開校 

   ・明治２６年 ５月  熊本市京町本丁に移転 

   ・明治４５年 ４月  女子附属小学校を坪井町に開校 

   ・昭和１８年 ３月  男子部、女子部附属国民学校とそれぞれ改称 

   ・昭和２４年 ５月  男女両附属統合 

   ・昭和２６年 ３月  熊本大学教育学部附属小学校と改称 

   ・昭和３２年 ９月  附属小学校校旗新調並びに校歌制定 

   ・昭和３７年１１月  NＨＫ全国小学校音楽コンクール（合唱）第１位受賞 

   ・昭和４０年 ４月  附属小中学校から附属養護学校分離 

   ・昭和４１年 ３月  体育館並びにプール竣工 

   ・昭和４５年 ３月  給食センター竣工 

   ・昭和５０年１１月  創立１００周年記念式典挙行、第１回同窓会開催 

   ・昭和５８年 ７月  新校舎落成 

   ・昭和６１年 ２月  文部省特別研究発表会開催 

   ・平成１１年 ４月  文部科学省研究開発学校指定（～平成１３年） 

   ・平成１６年 ４月  国立大学法人熊本大学教育学部附属小学校と改称 

   ・平成２１年 ４月  文部科学省研究開発学校指定（～平成２３年） 

   ・平成２５年 ３月  全教室にエアコン設置 

   ・平成２５年１０月  体育館改修工事開始 

（４）研究のあゆみ（研究主題） 

   ・昭和３８年  プログラム学習による授業改善 

   ・昭和３９年  プログラム学習の反省と改善点 

   ・昭和４０年  教育研究方法の科学化 

   ・昭和４１年  近代化に応える学習指導法の実証的研究 

   ・昭和４２年  近代化に応える学習指導過程の研究 

   ・昭和４３年  学習の自主化を進める授業改善の研究（～昭和４４年） 

   ・昭和４５年  創造性を培うための授業改善（～昭和４６年） 

   ・昭和４７年  授業の最適化をめざして 

   ・昭和４８年  新しい授業のかたち（～昭和５０年） 

   ・昭和５１年  子どもから出発する授業の創造（～昭和５４年） 

   ・昭和５５年  確かに力をつける授業の創造（～昭和５７年） 
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   ・昭和５８年  わきたつ学習意欲と授業（～昭和６１年） 

           文部省特別研究委託：小学校教育の改善充実に関する調査研究（昭和５９～６１年） 

   ・昭和６２年  ２１世紀を豊かな心で生きぬく教育を求めて（～平成元年） 

・平成 ２年  個性を生かす授業の創造（～平成３年） 

・平成 ４年  自己実現を目指す授業の創造（～平成６年） 

・平成 ７年  自己実現に向かう豊かな学習（～平成１０年） 

・平成１１年  『わたし』を育てる豊かな学び（～平成１４年） 

        文部科学省研究開発学校指定：総合的な学習の時間（平成１２～１４年） 

・平成１５年  学びが好きになる授業の創造（～平成１８年） 

・平成１９年  みんなで伸びる授業をデザインする（～平成２１年） 

・平成２２年  ことばの力に培う「みんなで伸びる授業デザイン」（～平成２４年） 

        文部科学省研究開発学校：論理科カリキュラム開発（平成２１～２３年） 

・平成２４年  豊かな「対話」で広がる創造的な学び 
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Ⅱ その他の領域に関する自己評価     
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熊本大学教育学部附属小学校 

１．その他（教育研究支援・初等中等教育・男女共同参画）の領域の目的と特徴 

（１）教育研究支援 

   本校の使命である先導的研究及び教育実習が充実・推進するよう、関係機関との連携を強化しな

がら次の取組を行っている。 

① 研究発表会や夏の実践研究会の実施 

② 教育学部や熊本県・熊本市教育委員会と連携を図った学習指導要領シンポジウムの実施 

③ 附属小中連絡会の年間４回実施と附属幼稚園や付属特別支援学校との交流会の実施 

（２）初等中等教育 

   本校の教育目標を達成するために、次の点から特色ある教育推進の基盤を整えている。 

① 本校の使命を達成するための入学者の確保 

② 特色ある教育課程の編成と確実な実施 

③ 質の高い授業実践と情報発信 

（３）男女共同参画 

  ① 体育館への男女更衣室の設置 

② 女性教員の積極的確保 

 

[想定する関係者とその期待] 

 ○ 児童及び保護者、同窓生、地域住民から、高い教育水準が期待されている。 

 ○ 熊本県・熊本市教育委員会及び学校現場等の関係者から、今日的教育課題の改善に向けた具体策

提示に期待されている。 
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２．優れた点及び改善を要する点の抽出 

（１）教育研究支援 

【優れた点】 

 ○ 教育及び研究推進の組織体制と職員の意識レベル 

【改善を要する点】 

 ○ 熊本県・熊本市教育委員会や公立小学校との研究面での連携 

 

（２）初等中等教育 

【優れた点】 

 ○ 学校と保護者が一体となった教育活動の実施 

【改善を要する点】 

 ○ 教育充実のための人材と予算の確保 

 

（３）男女共同参画 

【優れた点】 

 ○ ユニバーサルデザインに配慮した施設設備の推進意識の向上 

【改善を要する点】 

 ○ 男女共同参画の推進体制の整備 

 

３．観点ごとの分析及び判定 

分析項目Ⅰ 教育研究支援  

観点１－１ 教育課題 

（観点に係る状況） 

 本校は、附属学校として公立小学校と同じ初等普通教育を行うことに加え、①先導的・実証的研究を

行うこと、②その成果を公立学校に情報提供すること、③教育実習を行うことを使命としている。その

使命を達成するため、教育の本質を基底とした教育目標を設定し、目指す子ども像と教師像を明確化し、

一貫した教育方針のもとで教育を行っている。また、課題をもとに本年度の実践努力事項を設定し、解

決に向けた具体策につながるようにしている。これらをもとに教育活動を展開し、毎学期末（３回）に

職員による学期反省を実施し、修正を加えながら教育活動の質的な維持・向上につなげている。学年末

には、４年生以上の児童及び全保護者に教育活動の評価を依頼し、その結果を分析・検討し、次年度の

実践努力目標等に反映させて教育活動に生かしている。（資料Ｅ－１－１－１）その実現に向け、組織

的・機動的に教育活動を行うために部長制を採用することで、６名の部長が使命感と責任感をもってリ

ーダーシップを発揮できるようにしている。この部長制を機能させるために、月一回の定期部長会及び

部会や臨時の打ち合わせ会を実施し、共通理解・共通実践を実現している。（資料Ｅ－１－１－２） 

（中期計画番号６４） 

（水準） 

期待される水準にある。 

（判断理由） 

 明確な教育目標のもとに本年度の重点事項を設定し、組織を整えて教育推進がなされている。 
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（資料Ｅ－１－１－１）学校要覧 

（本校の使命・本校の教育目標・目指す子ども像・目指す教師像・重点努力事項） 
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                                    （出典：学校要覧）   

（資料Ｅ－１－１－２）職員組織 
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                                  （出典：学校要覧）  
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観点１－２ 大学・学部との連携 

（観点に係る状況） 

 教育学部では、新学習指導要領改訂の趣旨を具体化するために、熊本市教育委員会共催・熊本県教育

委員会後援のもと、平成２２年度に第１回目の新学習指導要領シンポジウムを開催した。本校も教育学

部の附属小学校として、教科等分科会や全大会において研究の成果や授業実践を報告している。５年目

の本年度は、これまでの研究の成果を教育学部主導のもと、熊本県教育委員会・熊本市教育委員会・附

属学校園が共同で研究図書を出版することになっている。（資料Ｅ－１－２－１） 

また、本校は毎年１回、初等教育研究発表会を開催し、１年間の研究について公開授業や教科等分科

会において、成果と課題を報告している。毎年 1000名を越える参観者がある本校研究発表会において、

教科等分科会の助言者を教育学部の教授や准教授に依頼して指導を仰いでいる。（資料Ｅ－１－２－２） 

これらの取組により、毎年、県下の公立小学校の校内研修に本校教諭が講師として招かれている。ま

た、毎年、全国の小中学校の先生や教育委員会指導主事等の１０００名を越える参加者がある本校研究

発表会のアンケートには次のような記述が数多く見られる。 

・こんなに素晴らしい実践を拝見させていただき大変感謝します。自分ももう少し頑張らねばと思い 

 ます。 

・附属小の挑戦、大変勉強になります。根拠ー理由付けー主張による対話の研究の推進を来年も期待    

 しています。来年もきます。 

  

 教育実習においては、副校長が教育実習連携の会議に出席し、教育実習の方向性やカリキュラムにつ

いて、情報交換及び協議を行っている。また、実習委員会に本校の実習部長が出席し、年間の予定や内

容等について、教育学部と担当者と綿密に打ち合わせを行っている。これをもとに、本校の実習部が主

体となって年間の詳細な実習計画を作成し、意図的・計画的な教育実習を実施している。（資料Ｅ－１－

２－３））教育実習終了後は、実習生の日録やアンケート及び職員の実習の反省アンケートをもとに、実

習部が主体となって見直しと改善を行い、次の教育実習に生かすようにしている。（資料Ｅ－１－２－

４） 

（中期計画番号６４） 

（水準） 

 期待される水準を上回る。 

（判断理由） 

 研究や教育実習において、教育学部と連携を密に図り、それをもとに校内において組織的・計画的な

推進が行われている。 
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（資料Ｅ－１－２－１）学習指導要領キックオフシンポジウム実施計画 

 
          

（出典：学習指導要領キックオフシンポジウム実施計画） 
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（資料Ｅ－１－２－２）助言者一覧（教育学部関係） 

【助言者】    

大学名 役職 氏   名 分科会 

熊本大学教育学部 教授 堀畑 正臣 国語（中） 

熊本大学教育学部 准教授 藤瀬 泰司 社会（高） 

熊本大学教育学部 准教授 竹中 伸夫 社会（中） 

熊本大学教育学部 教授 平峰  豊 算数（高） 

熊本大学教育学部 教授 山本 信也 算数（低） 

熊本大学教育学部 教授 福島 和洋 理科（高） 

熊本大学教育学部 准教授 飯野 直子 理科（中 A） 

熊本大学教育学部 准教授 渡邉 重義 理科（中 B） 

熊本大学教育学部 教授 中山 玄三 生活 

熊本大学教育学部 准教授 山﨑 浩隆 音楽 

熊本大学教育学部 教授 緒方 信行 図画工作 

熊本大学教育学部 准教授 八幡 彩子 家庭 

熊本大学教育学部 教授 坂下 玲子 体育（中） 

熊本大学教育学部  准教授 小澤 雄二 体育（高） 

熊本大学教育学部 教授 八幡 英幸 道徳 

熊本大学教育学部 教授 松田 芳子 保健 

熊本大学教育学部 
シニア 

准教授 
瀬口 久美代 保健 

熊本大学教育学部 准教授 

ピダーソン 

・スタンリ 

・クレランス 

外国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：学習指導要領キックオフシンポジウム実施計画） 
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（資料Ｅ－１－２－３）教育実習計画 

 

（出典：教育実習計画） 
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（資料Ｅ－１－２－４）職員会議資料（教育実習の反省） 
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                                 （出典：職員会議資料） 

 

観点１－３ 附属学校園の役割・機能の見直しの観点から，附属学校園の目的を十分に果たしている

か 

（観点に係る状況） 

 教育学部・附属学校連絡協議会が毎月 1回実施され、附属学校園のあり方をもとにした具体的な取組

等について協議がされている。この会には毎回校長が出席し、学期 1回（年間 3回）副校長も出席して

いる。さらに、年間 1 回は PTA 会長・教育後援会会長・学校評議員代表者も出席をしている。また、

毎学期末（年間 3回）に職員による教育活動の評価を実施し、部長会を通して検討と修正を行い、本校

の教育目標の具体化を推進している。年度末には、保護者と児童の学校評価を実施し、1 年間の教育活

動の評価をもとに部長会や部会で協議を行い、次年度の実践内容と計画に生かしている。（資料Ｅ－１

－３－１～Ｅ－１－３－２） 

 学校評議員会についても年間 3回実施し、授業参観や行事参観、情報交換等を行っている。学校評議

員は、元附属学校校長（教育学部教授）、元附属小学校職員、元附属小学校保護者によって構成されてい
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るため、附属学校としての役割を十分理解された指導・助言であり、改善に向けての適切な情報を得る

ことができる。（資料Ｅ－１－３－３）（中期計画番号６５、６６） 

 熊本県・熊本市教育委員会との研究面での連携については、研究発表会の司会者・助言者を毎年お願

いし、本校の研究内容面の発信や情報収集を行っている。また、本校職員が熊本市や熊本県の公立学校

の校内研修講師や研究組織の役員・事務局等を務め、共同研究に向けたつながりを強めている。ただ、

共同研究レベルの連携には至っていない。 

（水準） 

 期待される水準にある。 

（判断理由） 

 学部・学校評議員・保護者・児童・教育後援会等の指導や助言、要望を踏まえ、それらを部長会や部

会で協議・検討し、長期的・短期的に改善をしているため。 
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（資料Ｅ－１－３－１）学校評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：学校評価） 
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（資料Ｅ－１－３－２）学校評価のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：学校評価のまとめ） 
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（資料Ｅ－１－３－３）学校評議員会記録 

 

（出典：学校評議会記録） 
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分析項目Ⅱ 初等中等教育 

観点２－１ 入学者選抜方法 

（観点に係る状況） 

 本校の入学者募集要項については、教育学部・附属学校連絡協議会で検討のうえ決定している。それ

を受け、校内で入学選考考査実施計画を作成し、職員会議で提案・検討したうえで選考考査を実施して

いる。募集要項は、11月に公示し、本校ホームページからのダウンロード及び本校事務室にて配付の方

法をとっている。（資料Ｅ－２－１－１））志願者の保護者に対しては、選考考査説明会を実施し、本校

の特性と考査内容を十分理解したうえで志願できるようにしている。なお、本説明会においてのみ願書

等の関係書類を配付するため、説明会に出席しなければ志願資格が得られない仕組みになっている。（資

料Ｅ－２－１－２） 

 選考考査の内容については、幼稚園要領の領域をもとに本校職員が各領域 2 種類の問題を作成する。

選考考査当日に領域ごとにどちらの問題で実施するかを管理職から問題作成者に伝え、信頼性の担保に

努めている。なお、全職員による行動面・態度面の観察や管理職による保護者面接も実施し、様々な視

点・複数の目から合格判定を行っている。（資料Ｅ－２－１－３）） 

 合格判定については、本校職員による判定会議を経て決定している。附属幼稚園からの受検者は第 1

次合格者を最終合格とし、それ以外の受検者は第 1 次合格者による抽選をもって最終合格としている。 

（中期計画番号６４） 

（水準） 

 期待される水準にある。 

（判断理由） 

 本校の特性に適した入学者を確保するための体制と信頼性のある実施方法・情報公開がなされている。 
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（資料Ｅ－２－１－１）入学者募集要項 
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（出典：入学志願者募集要項） 
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（資料Ｅ－２－１－２）入学者募集説明会実施計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：入学者募集説明会実施計画） 
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（資料Ｅ－２－１－３）選考考査実施計画 
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（出典：入学者選考考査実施計画） 
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観点２－２ 在校生の状況 

（観点に係る状況） 

 在校生は、平成２２年度及び平成２３年度は７２０名（各学年３学級の１８学級、各学級男子２０名・

女子２０名の計４０名）である。平成２４年度は７０８名（１８学級、１年生３学級のみ各学級男子１

８名・女子１８名の計３６名、２年生以上は各学級男子２０名・女子２０名の計４０名）である。平成

２５年度は６９６名（１８学級、１・２年生６学級のみ各学級男子１８名・女子１８名の計３６名、３

年生以上は各学級男子２０名、女子１８名の計４０名）である。平成２６年度は６８４名（１８学級、

１～３年生１２学級が各学級男子１８名・女子１８名の計３６名、４年生以上の１２学級が男子２０名・

女子２０名の計４０名）である。（資料Ｅ－２－２－１） 

 卒業者数は、平成２１年度１１９名（男子５９名・女子６０名）、平成２２年度１１８名（男子５９

名・女子５９名）、平成２３年度１１９名（男子５９名・女子６０名）、平成２４年度１２０名（男子６

０名・女子６０名）、平成２５年度１１９名（男子５９名・女子６０名）である。（資料Ｅ－２－２－２） 

（中期計画番号６４） 

（水準） 

 期待される水準にある。 

（判断理由） 

 ３５人学級への対応を進めているため。 
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（資料Ｅ－２－２－１）平成２６年度在籍者数 

 

 

 

 

 

（出典：学校要覧） 
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（資料Ｅ－２－２－２）卒業生進学状況 

 

                                   （出典：学校要覧） 
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観点２－３ 教育課程の編成 

（観点に係る状況） 

 本校では、本校の使命に基づいた教育目標を達成するために、子ども像や教師像・学校像を明確化し、

本年度の重点努力事項を設定し、各部を中心とした具体策を工夫しながら教育活動を行っている。具体

的には、次のような取組を行っている。 

 ・先導的な研究や教育実習が充実するよう行事の厳選・調整や日課の工夫による研修時間及び実習生  

  の指導時間の確保 

 ・教育活動面での各分野のリーダーとなる部長の配置 

 ・組織的・機動的な教育活動のための部長会及び部会の位置づけと実施 

 ・専科（理科・音楽科）や非常勤講師（音楽科・家庭科・外国語活動）の配置や教諭による交替授業  

  による専門的な指導 

 ・授業時数の確保と会議の精選と時間短縮 

                                   （資料Ｅ－２－３－１） 

 学習支援については、音楽科と家庭科に非常勤講師を配置するとともに、外国語活動ＡＬＴの配置も

行っている。また、低学年における放課後の個別指導や全学年における長期休業中の学習会を実施して

いる。（中期計画番号６４） 

（水準） 

 期待される水準にある。 

（判断理由） 

 本校の教育目標を達成するために意図的・計画的な教育課程が編成され、組織的に推進されているた

め。ただ、学習支援については、予算面からくる人材確保と時間確保の点から厳しい状況である。 

（資料Ｅ－２－３－１）平成２６年度教育課程 
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                                   （出典：学校要覧） 
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観点２－４ 授業改善のための取組 

（観点に係る状況） 

 本校では、研究部が中心となって理論研究会や研究授業及び授業研究会を年間通して計画的に行い、

授業改善の取組を続けている。授業改善については、全職員が年間１回以上の研究授業を行い、全職員

で協議をしてよりよい授業のあり方を継続的に追求している。計画の作成と推進については、月１回の

定期的な研究推進委員会を実施し、管理職からの指導助言が反映される体制をとっている。（資料Ｅ－

２－４－１） 

 また、年間１回の初等教育研究会を開催し、公開授業と分科会を通して役員や参加者から研究内容に

ついての指導助言を得て授業改善に生かしている。（資料Ｅ－２－４－２～Ｅ－２－４－３） 

（中期計画番号６４） 

（水準） 

 期待される水準を上回る。 

（判断理由） 

 授業改善に向けての取組が共通理解のもと、関係機関と連携を図りながら組織的に推進されているた

め。 
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（資料Ｅ－２－４－１）研究会年間計画 
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                        （出典：研究会年間計画） 
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（資料Ｅ－２－４－２）研究紀要 

 

 

（出典：研究紀要） 
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（資料Ｅ－２－４－３）学習指導案集 

 

（出典：学習指導案集） 
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観点２－５ 研究成果とその公表 

（観点に係る状況） 

研究内容の成果については、年間１回の初等教育研究発表会を開催し、公開授業と分科会を通して参

加者へ発信している。（資料Ｅ－２－５－１）また、１年間の研究のまとめとして、研究紀要と学習指導

案集を作成し、熊本県教育委員会や熊本市教育委員会、県内各教育事務所、大学関係者、本校元職員、

他附属、研究発表会参加者等に配付している。さらに、本校ホームページや年間３回発行の「附属小研

究だより」により、年度途中の研究状況を発信している。（資料Ｅ－２－５－２） 

（中期計画番号６４，６６） 

（水準） 

 期待される水準を上回る。 

（判断理由） 

 関係機関との連携を図りながら、年度途中及び年度末に計画的に多方面に成果を発信しているため。 

（資料Ｅ－２－５－１）本校研究発表会第２次案内状 

 
（出典：研究発表会第２次案内状） 
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（資料Ｅ－２－５－２）附属小研究だより 

 

（出典：附属小研究だより） 
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分析項目Ⅲ 目的に照らして、男女共同参画に向けた活動が適切に行われ、成果を上げていること 

観点３－１ 目的に照らして、目的を達成するためにふさわしい計画や具体的方針が定められてい

るか。また、これらの目的と計画が広く公表されているか。 

（観点に係る状況） 

 本校では、人権教育の視点からの組織や取組は進めているが、男女共同参画に特化した組織はない。 

（中期計画番号４０、７３） 

（水準） 

 期待される水準を下回る。 

（判断理由） 

 男女共同参画の組織がつくられていないため。 

 

観点３－２ 計画に基づいた活動が適切に実施されているか 

（観点に係る状況） 

 本校では、男女共同参画に特化した計画は作成していない。（中期計画番号４０、７３） 

（水準） 

 期待される水準を下回る。 

（判断理由） 

 男女共同参画の計画が作成されていないため。 

 

観点３－３ 男女共同参画基本方針等の趣旨に照らし、男女共同参画の取組を実施しているか。 

（観点に係る状況） 

 人権教育や男女共同参画に関する図書は配置されている。（中期計画番号４０、７３） 

（水準） 

 期待される水準を下回る。 

（判断理由） 

 本校の特性等から男女共同参画に特化した職員組織の推進は厳しい状況であるため。ただ、児童に対

する教育指導面や施設設備面では可能な限り進めている。 

 

４．質の向上度の分析及び判断 

（１）分析項目Ⅰ 教育研究支援  

 質を維持している 

（記述及び理由） 

 本校の特性に適した入学者を確保するための体制と信頼性のある実施方法・情報公開がなされ、全国

的な流れである３５人学級への対応を進めているため。また、本校の教育目標を達成するために意図的・

計画的な教育課程が編成され、組織的に推進されている。ただ、学習支援については、予算面からくる

人材確保と時間確保の点から厳しい状況である。 

授業改善に向けての取組が共通理解のもと、関係機関と連携を図りながら組織的に推進されている。

また、関係機関との連携を図りながら、年度途中及び年度末に計画的に他方面に成果を発信しているた

め。 

（２）分析項目Ⅱ 初等中等教育 

 改善・向上している 

（記述及び理由） 

 入学者の選抜方法については、幼稚園要領をもとにした検査を実施するとともに、附属幼稚園との交

流会を年間３回実施したり、日頃からの情報交換を密にしたりして、連絡入学が選抜に反映されるよう

にしている。 

 定員については、３５人学級対応として、３年前から１学級３５人の定員で募集をしており、今後も
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その方向で実施する。そのため、平成２９年度には、全学級３５人定員の在籍となる。過去５年間の定

員数は次のとおりである。（１学級３６名の現員数としている） 

◆ 平成２１年度：７２０名、平成２２年度：７２０名、平成２３年度：７０８名、平成２４年度： 

 ６９６名、平成２５年度：６８４名 

また、過去５年間の卒業者数は、次の通りである。 

◆ 平成２１年度１１９名（男子５９名・女子６０名）、平成２２年度１１８名（男子５９名・女子 

 ５９名）、平成２３年度１１９名（男子５９名・女子６０名）、平成２４年度１２０名（男子６０名・ 

 女子６０名）、平成２５年度１１９名（男子５９名・女子６０名） 

 教育課程においては、本校の使命を達成するために、明確な教育目標のもとに本年度の重点事項を設

定し、組織を整えて教育推進がなされている。 

本校の重要な使命である研究や教育実習において、教育学部と連携を密に図り、それをもとに校内に

おいて組織的・計画的な推進が行われている。また、常に自己点検を行い達成状況と課題を明確にし、

学部・学校評議員・保護者・児童・教育後援会等の指導や助言、要望を踏まえ、それらを部長会や部会

で協議・検討し、長期的・短期的に改善をしているため。 

 

（３）分析項目Ⅲ 目的に照らして、男女共同参画に向けた活動が適切に行われ、成果を上げているこ

と 

 質を維持しているとはいえない。 

（記述及び理由） 

男女共同参画の組織や計画がつくられていないため。また、本校の特性等から男女共同参画に特化し

た職員組織の推進は厳しい状況である。ただ、児童に対する教育指導面や施設設備面では可能な限り進

めているため。 
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Ⅲ 管理運営の領域に関する自己評価 
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熊本大学教育学部附属小学校 

１．管理運営の目的と特徴 

熊本大学教育学部附属学校小学校は、国立大学法人の附属小学校として、①初等普通教育を行う、②

教育理論及び教育の実際に関する研究並びにその科学的実証を行う、③教育学部学生の教育実習を行う、

④公立学校への教育協力と情報提供を行うという四つの使命に基づき管理運営を円滑に行い、諸問題に

対応し、改善に努めることを目的とする。 

 本校の学級編成は、各学年３学級の１８学級であり、１年生～３年生は１学級３６人、４年生～６年 

生は１学級４０人で全校児童数は６８４名である。（平成２６年度：今後、毎年順次１学級３６人にと 

なる）職員は、校長は教育学部教授が兼任し、副校長１名、教頭１名、主幹教諭１名、教諭２０名、養 

護教諭１名、栄養教諭１名、事務係長１名、事務職員１名、非常勤講師３名、図書司書１名、PTA事務 

１名で構成されている。その中で、副校長、教頭、主幹教諭、教諭、養護教諭は、熊本県や熊本市との 

人事交流で本校に赴任している。 

本校の運営は、教務部・研究部・教育実習部・生活部・校務部・体育保健部・事務部の七つの部によ 

って行われており、管理職以外の職員はどこかの部に所属している。（非常勤講師・図書司書・PTA 事

務は除く）定期的に（月１回）、校長・副校長・教頭・主幹教諭・各部長・各学年主任により、行調部長

会を開催し、行事調整や学校運営の基本方針や具体的な方策を検討する。部長会で検討・決定されたこ

とを基に、各担当部により企画・運営がなされる仕組みになっている。また、月１回の職員会議を開催

し、全職員共通理解のもとに実行・評価・見直しがなされ、教育活動の向上を目指している。 

教育学部との連携においては、教育学部・附属学校運営委員会が毎月実施され、校長が出席している。

（隔月で副校長も出席）また、年間２回、教育学部・附属学校連絡協議会も開催され、校長と副校長が

出席をしている。 

保護者の組織としては、毎月１回、企画委員会と PTA 役員会を開催し、保護者と学校が一体となっ

た教育の推進を行っている。（年間１回 PTA総会を実施） 

四附属学校との連携においては、年間一回、四附属合同研修会を実施し、児童の交流会や研究推進を

充実させている。特に、附属中学校とは、年間四回、附属小中学校連絡会を実施し、義務教育九年間を 

見通した教育の推進を図っている。 

 熊本県教育委員会や熊本市教育委員会との連携について、年間一回、各教育委員会との懇話会を実施

している。また、本校職員を依頼に応じて熊本県・市の公立学校の校内研修に講師として派遣し、連携

を図った研究推進を行っている。毎年一回実施する本校の研究発表会には、各教科等の分科会の司会者

や助言者に熊本県・市の教育委員会指導主事や公立学校の校長・教諭をお願いしている。 

 他附属との連携については、全国国立大学附属学校連盟や九州地区国立大学付属学校連盟の各部会に

職員が出席し、情報収集や情報発信を行いながら、教育活動の充実を図っている。 

 

特徴として次の諸点がある。 

１．研究組織や教育実習の組織体制が整い機能している。 

２．関係機関との連携体制が進み機能している。 

３．教育学部四附属学校園の連携が強化され、具体的活動が充実してきている。 

４．PTA組織が整い、活動が充実している。 

 

[想定する関係者とその期待] 

 関係者は、児童やその保護者、本校卒業生や本校職員 OB、教育学部や教育学部他附属、熊本県や熊

本市教育委員会や公立学校の教職員である。その期待は、管理運営を通して、学校現場における今日的

な教育課題に対応した具体的な授業のあり方や人材育成、働きやすく・やりがいのある学校の姿等を提

案できる学校として期待されている。 
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２．優れた点及び改善を要する点の抽出 

【優れた点】 

 教育活動において、部長を中心とした推進体制をとっており、個々の意識レベルも高く、部長会・各

部会を通して組織的・機能的に教育活動を推進している。また、保護者の協力体制も整い、PTA役員会

を毎月実施するなど、学校と保護者が一体となった教育活動が展開されている。 

 研究の質的向上においては、本校の使命と関係して職員一人一人の意識レベルが高く、毎週１回授業

をもとにした研究会や講師を招聘した理論的な研究会を実施している。また、推進体制においても、研

究部を中心とした５人体制を生かし、毎週の研究部会で検討しながら推進を図っている。 

 

【改善を要する点】 

 校舎の水漏れや安全面からの課題があるが、予算との関係で十分な対応ができていない。また、教育

機器や備品等の整備も予算との関係で十分ではなく、公立と比較してもかなり遅れている。 

 

３．観点ごとの分析及び判定 

分析項目Ⅰ 管理運営体制及び事務組織が適切に整備され機能していること 

観点１－１ 管理運営のための組織及び事務組織が、適切な規模と機能を持っているか。また、危

機管理等に係る体制が整備されているか。 

（観点に係る状況） 

 管理運営においては、教育学部の附属小学校として、法令や教育学部付属学校規則をもとに、教育学

部・附属学校運営委員会や教育学部・附属学校連絡協議会の決定事項等、教育学部の基本方針や具体策

を踏まえたうえで進めている。（資料Ｚ－１－１－１）それらを基本として、年度当初の職員会議におい

て学校経営の基本的な方針を明確にして共通理解を図っている。また、それを達成するための部長を核

とした校務分掌を整え、各部長を中心にした校務の役割分担を行っている。 

 児童の安全確保については、PTA組織と連携を強化し、登下校の安全パトロールや登下校指導、防災

対策を進めている。また、定期的（月１回）に全職員による校内の全ての施設設備に関する安全点検を

実施し、施設設備面においての安全確保を徹底している。緊急時の対策も含めて、危機管理マニュアル

を作成して全職員の共通理解・共通実践を推進し、職員や保護者による専門家を招聘しての心肺蘇生法

講習会も毎年実施している。（資料Ｚ－１－１－２～Ｚ－１－１－３） 

 予算面の管理等については、大学からの予算は事務係長が管理し、PTA 会費等の予算は教頭が管理し、

執行については PTA事務を通して行うようにしている。執行状況等を副校長や PTA担当者が年間１回

詳細にチェックし、不正や不適切な執行がないようにしている。なお、PTA等の資金については、各会

の会長のもと監査を受け、総会にて予算案及び決算報告を行い承認を得ている。同窓会資金については、

教頭が管理し、同窓会役員会にて決算報告を行い承認を得ている。（資料Ｚ－１－１－４～Ｚ－１－１

－５） 

（中期計画番号６４） 

（水準） 

 期待される水準を上回る。 

（判断理由） 

 学部・附属運営委員会に校長や副校長が出席し、学部の方針と本校の実態を細部にわたり共通理解を

図りながら具体的に学校経営を行っている。また、校長経験の副校長や教頭経験の教頭、主幹教諭が配

置され、管理面でも他の附属学校に比べ組織体制が整ってきている。また、熊本市の広範囲に校区を有

する本校の特徴を踏まえ、保護者による登下校指導や児童一人一人の防犯グッズ整備など、保護者と学

校が一体化となった安全面の取組により、事故や事件に児童が巻き込まれる事が発生していない。さら

に、近隣の小・中学校１１校の教職員と保護者による交流会の実施や本校が開催する「附属小オープン

スクール」の地域への発信により、地域との連携が密になってきている。 
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（資料Ｚ－１－１－１）附属学校規則 

 

（出典：附属学校規則の一部改正（案）新旧対照表） 

 

（資料Ｚ－１－１－２）学校危機管理マニュアル 
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                            （出典：学校危機管理マニュアル） 
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（資料Ｚ－１－１－３）安全点検記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

（出典：安全点検記録） 
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（資料Ｚ－１－１－４）ＰＴＡ総会資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：ＰＴＡ総会資料） 
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（資料Ｚ－１－１－５）同窓会役員会資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：同窓会役員会資料） 
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観点１－２ 構成員（教職員及び児童）、その他学外関係者の管理運営に関する意見やニーズが把握

され、適切な形で管理運営に反映されているか。 

（観点に係る状況） 

 職員については、人事評価制度の自己評価に関係して、管理職（校長・副校長・教頭）が一人一人と

の面談を実施し、意見を聴衆して教育活動の実施と改善に生かしている。また、毎学期反省を実施し、

職員会議等で検討・共通理解をしている。 

 児童及び保護者については、年度末に４年生以上の全児童と全保護者による学校評価を依頼し、結果・

分析・今後の方向性の点から公表している。また、毎月１回定例の企画委員会・ＰＴＡ役員会を実施し、

保護者と学校が一体となった教育活動の推進を図っている。（再掲資料Ｅ－１－３－１～Ｅ－１－３－

２） 

外部評価については、学校評議員会を年間３回実施し、指導助言を受け、教育活動に生かしている。

また、熊本県・市教育委員会と年間１回、教育学部長・副学部長・事務長も出席する連絡会を実施し、

附属学校あり方も踏まえた話し合いを行い、学校経営等に生かしている。（再掲資料Ｅ－１－３－３） 

（中期計画番号６４） 

（水準） 

 期待される水準にある。 

（判断理由） 

 意見やニーズを把握する組織や連携態勢、具体的な取組が実施され、検討・分析する組織が整えられ、

具体策な教育活動の改善に反映されているため。 
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（再掲資料Ｅ－１－３－１）学校評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：学校評価） 
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（再掲資料Ｅ－１－３－２）学校評価のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：学校評価のまとめ） 
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（再掲資料Ｅ－１－３－３）学校評議員会記録、熊本県・市教育委員会連絡会資

料
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（出典：学校評議会記録） 

 

観点１－３ 管理運営のための組織及び事務組織が十分に任務を果たすことができるよう、研修等、

管理運営に関わる職員の資質向上のための取組が組織的に行われているか。 

（観点に係る状況） 

 職員の研修については、学校の教育目標達成に向けての教師像として、年度当初全職員に明示してい

る。それを踏まえ、研究部を中心に年間の基本方針と計画を示し、計画的に実施している。また、職員

一人一人の自己研鑽を推進するため、希望に応じて積極的に県外等への研修を承認している。さらに、

熊本県や熊本市の公立学校や教科等研究組織からの講師派遣の要請についても、校務に支障がない限り、

積極的に職員を派遣している。（資料Ｚ－１－３－１）（中期計画番号６４） 

（水準） 

 期待される水準にある。 

（判断理由） 

 自己研鑽に対する職員の意識が高く、それに対応する体制が整えられているため。 
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（資料Ｚ－１－３－１）年間講師派遣一覧 

 

（出典：年間講師派遣一覧） 
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熊本大学教育学部附属小学校 分析項目Ⅱ 

分析項目Ⅱ 活動の総合的な状況に関する自己点検・評価が実施されているとともに、継続的に改善す

るための体制が整備され、機能していること 

観点２－１ 活動の総合的な状況について、根拠となる資料やデータ等に基づいて、自己点検・評価

が行われているか。 

（観点に係る状況） 

 年度末に実施する学校評価や年度途中に実施する学期反省等をもとに、校内の部長会や部会において

検討・分析し、次の教育活動の充実に生かしている。（再掲資料Ｅ－１－３－１～Ｅ－１－３－２） 

（中期計画番号６４） 

（水準） 

 期待される水準にある。 

（判断理由） 

 根拠となる適切なデータや意見をもとに状況を把握し、教育活動に反映するための組織を整えている

ため。 
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（再掲資料Ｅ－１－３－１）学校評価 

 

（出典：学校評価） 
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（再掲資料Ｅ－１－３－２）学校評価のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：学校評価のまとめ） 
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観点２－２ 活動の状況について、外部者（当該大学の教職員以外の者）による評価が行われてい

るか。 

（観点に係る状況） 

 学校評議員会を年間３回実施し、指導助言を受けて教育活動の充実を図っている。（再掲資料Ｅ－１

－３－３）（中期計画番号６４） 

（水準） 

 期待される水準にある。 

（判断理由） 

 本校の使命等をよく理解された評議員を選出し、学校評議員会において適切な指導助言をいただき、

教育活動の改善に生かしているため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



熊本大学教育学部附属小学校 

 

 

65 

（再掲資料Ｅ－１－３－３）学校評議員会記録 
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（出典：学校評議員会記録） 

 

 

観点２－３ 評価結果がフィードバックされ、改善のための取組が行われているか。 

（観点に係る状況） 

 校内の部長会において、検討・分析・方向性を吟味し、それを受けて各部会において、改善のための

具体策を立案・実行を行っている。また、必要に応じてＰＴＡ組織にも情報発信をし、学校と一体化し

たＰＴＡの取組も実施している。（中期計画番号６６） 

（水準） 

 期待される水準にある。 

（判断理由） 
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 改善のための組織が整っているため。 

 

 

分析項目Ⅲ 教育研究活動等についての情報が、適切に公表されることにより、説明責任が果されてい

ること。＜教育情報の公表＞ 

観点３－１ 目的が適切に公表されるとともに、構成員に周知されているか。 

（観点に係る状況） 

 教職員が各種研修会に参加して得た情報については、校内研究会において職員に還元され、研究推進

に生かされている。また、本校のホームページや研究関係の刊行物を通して、研究内容や方法として広

く発信している。 

 保護者や地域住民に対しては、本校の使命や教育活動及び組織の特徴について、選考考査説明会や新

１年保護者説明会、本校ホームページにおいて情報発信をしている。（資料Ｚ－３－１－１） 

 本校教育活動についての評価は、学期毎の職員による学期反省をもとに全職員で共有している。また、

保護者については年度末に実施する学校評価を、保護者向けのＰＴＡ広報誌にて公表している。（資料

Ｚ－３－１－２） （中期計画番号６４） 

（水準） 

 期待される水準にある。 

（判断理由） 

 教職員間及び保護者、一般に向けて、本校教育に関する適切な情報を、その情報内容や対象を踏まえ

た方法で発信しているため。 
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（資料Ｚ－３－１－１）入学者説明会資料 

 

 

 （出典：入学者説明会資料） 
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（資料Ｚ－３－１－２）職員会議記録 
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                                （出典：職員会議記録） 
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（資料Ｚ－３－１－３）学校評価のまとめ（ふたば） 

 
                            （出典：広報ふたば） 
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観点３－２ 入学者受入方針、教育課程の編成・実施方針が適切に公表・周知されているか。 

（観点に係る状況） 

 入学受入方針については、本校ホームページと紙媒体によって募集要項を公表している。また、教育

課程の編成については、本校の使命や教育目標、特色ある教育活動について、本校ホームページにて公

表している。（再掲資料Ｅ－２－１－１）（中期計画番号６４） 

（水準） 

 期待される水準にある。 

（判断理由） 

 可能な限り、一般者に対して入学受入方針及び教育課程の編成の一部を公表しているため。 

（再掲資料Ｅ－２－１－１）入学者募集要項 
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（出典：入学者募集要項） 
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観点３－３ 教育研究活動等についての情報（学校教育法施行規則第 172 条に規定される事項を含

む。）が公表されているか。 

（観点に係る状況） 

 本校の教育活動等については、本校ホームページ（資料Ｚ－３－３－１）及び刊行物（再掲資料Ｅ－

２－５－２）にて情報提供を行っている。また、保護者に対しては前述のものに加え、年間５回発行さ

れるＰＴＡ広報誌（資料Ｚ－３－３－２）にて情報発信をしている。（資料３－３－A） 

（水準） 

 期待される水準にある。 

（判断理由） 

 本校教育活動を広く一般の方々に情報発信するために、ホームパージを活用している。また、研究面

においては、ホームページに加え、年間３回発行する附属小研究だよりを配付することにより、県内小

学校全職員や教育行政機関（熊本県・熊本市）、他附属等に詳しく情報発信している。 

 

（資料Ｚ－３－３－１）附属小学校ホームページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：附属小学校ホームページ） 
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（再掲資料Ｅ－２－５－２）附属小研究だより 

 

（出典：附属小研究だより） 
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（資料Ｚ－３－３－２）広報ふたば 

 

（出典：広報ふたば） 
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分析項目Ⅳ 教育研究組織及び教育課程に対応した施設・設備等が整備され、有効に活用されているこ

と。＜施設・設備＞ 

観点４－１ 教育研究活動を展開する上で必要な施設・設備が整備され、有効に活用されているか。

また、施設・設備における耐震化、バリアフリー化、安全・防犯面について、それぞれ配慮がなさ

れているか。 

（観点に係る状況） 

 教育実習を使命の一つとする本校においては、施設・設備の面で、更衣室や研究施設がないなど、不

十分な面が見られる。その他については、耐震化・バリアフリー化・安全面の視点に立った施設・設備

の整備が進んでいる。（資料Ｚ－４－１－１）（中期計画番号６４） 

（水準） 

 期待される水準を下回る。 

（判断理由） 

 施設設備面の整備は進んでいるが、予算の関係により十分な状況にはないため。 

 

（資料Ｚ－４－１－１）：①防犯カメラ、②守衛室、③体育館バリアフリー 
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   ①防犯カメラ                

                           ③体育館バリアフリー 

 

 

観点４－２ 教育研究活動を展開する上で必要な ICT環境が整備され、有効に活用されているか。 

（観点に係る状況） 

 本校では、大学と連動したネットワークが整備され、個人にＩＤやパスワード等が割り当てられてい

る。また、セキュリティや情報漏えいの個人意識改革研修も実施している。（資料Ｚ－４－２－１） 

 ＩＣＴについては、児童用パソコン２０台が視聴覚室に整備されるとともに、学習用 iPad も４０台

整備し、教育機器を活用した授業実践も実施している。また、本校の研究内容をＤＶＤにして、授業の

様子を動画で入れ込むなど、より分かりやすく発信できる研究紀要ＤＶＤも作成している。さらに、本
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校ホームページやブログにて、該当年度の本校全体の研究内容や各教科等・個人の研究実践をリアルタ

イムで発信している。（資料Ｚ－４－２－２～Ｚ－４－２－３） 

 ＩＣＴ環境の整備と有効活用の評価については、職員に対しては毎学期の学期反省として実施し、職

員会議を通して検討している。また、児童や保護者の評価については、年度末の学校評価項目の中に位

置づけ、予算面と関連させて環境面と指導面の充実に向けた取組に反映させている。 

（中期計画番号６５） 

（水準） 

 期待される水準にある。 

（判断理由） 

 授業等におけるＩＣＴ活用に対する職員の意識とスキルは高く、授業や教育活動の質的向上に有効活

用がされている。ただ、予算面に課題があり、必ずしも環境面が充実しているとは言えないため、大学

への要求を続けているところである。 

（資料Ｚ－４－２－１）パソコン関係資料 

 

 

   （出典：パソコン関係資料） 

 



熊本大学教育学部附属小学校 

 

 

86 

（資料Ｚ－４－２－２）視聴覚機器一覧及び視聴覚室利用予定 

 

 

（出典：視聴覚機器一覧及び視聴覚室利用予定） 
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（資料Ｚ－４－２－３）研究紀要ＤＶＤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：研究紀要ＤＶＤ） 

 

 

観点４－３ 図書館が整備され、図書、学術雑誌、視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統

的に収集、整理されており、有効に活用されているか。 

（観点に係る状況） 

 本校の図書館は、読書を中心とした読書館と調べ学習を中心とした情報館に分かれており、それぞれ

に対応した書籍が分野ごとに整備されている。整備状況は、本校規模に適した状況にあり、すべてコン

ピュータにより、利用状況も含めて一括管理がされている。（資料Ｚ－４－３－１～Ｚ－４－３－２） 

 利用者のニーズへの対応については、図書購入アンケートを実施し、可能な限り希望を反映した購入

計画を作成して実行している。また、図書館便りや広報誌等により、新書や良書の紹介をするなど、情

報発信も行っている。（資料Ｚ－４－３－３～Ｚ－４－３－４）（中期計画番号６４） 
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（水準） 

 期待される水準を上回る。 

（判断理由） 

 図書司書を中心として、図書館の環境整備及び有効活用が推進されているため。 

 

（資料Ｚ－４－３－１）図書館月例報告 

 

 

（出典：図書館月例報告） 
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（資料Ｚ－４－３－２）図書館利用計画 

 

 

 （出典：図書館利用計画） 
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（資料Ｚ－４－３－３）図書館だより 

 

 

 （出典：図書館だより） 
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（資料Ｚ－４－３－４）広報ふたば 

 
   （出典：広報ふたば） 
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４．質の向上度の分析及び判断 

（１）分析項目Ⅰ 管理運営体制及び事務組織が適切に整備され機能していること 

 質を維持している。 

（記述及び理由） 

管理運営のための人員について、非常勤講師３名（音楽科・家庭科・外国語活動）が継続して配置さ

れている。また、実習助手として、３名が３ヶ月間（９月〜１１月）配置され、教育活動の補助をして

おり、教育活動の充実に寄与している。 

危機管理については、職員の自己評価を生かし、面談等を通して法令遵守や不祥事防止についての意

識レベルの維持向上を図っている。 

ニーズへの対応や対策については、自己評価をもとに改善を図っている。 

研修等の方針や実施状況等の分析については、年度当初に方針と方向性を職員に周知し、組織的・計

画的に実施できる体制を整えている。 

 

（２）分析項目Ⅱ 活動の総合的な状況に関する自己点検・評価が実施されているとともに、継続的に

改善するための体制が整備され、機能していること 

 質を維持している。 

（記述及び理由） 

 学期反省や学校評価、学校評議員会等の根拠となる適切なデータや意見をもとに状況を把握し、教育

活動に反映するための組織（部長会・部会）を整えている。 

 外部者の評価については、学校評議員による評価や意見を参考にして改善を図っているが、外部者に

よる組織及び評価は実施していない。 

  

（３）分析項目Ⅲ 教育研究活動等についての情報が、適切に公表されることにより、説明責任が果た

されていること。＜教育情報の公表＞ 

 改善、向上している。 

（記述及び理由） 

教職員間及び保護者、一般に向けて、本校教育に関する適切な情報を、その情報内容や対象を踏まえ

た方法で発信しているため。 

・入学受入方針及び教育課程の編成の一部公表→本校ホームページ、保護者説明会、幼稚園への講話 

・研究面→ホームページに加え、年間３回発行する附属小研究だよりの配付（県内小学校全職員や教

育行政機関（熊本県・熊本市）、他附属等に情報発信） 

  

（４）分析項目Ⅳ 教育研究組織及び教育課程に対応した施設・設備等が整備され、有効に活用されて

いること。＜施設・設備＞ 

 質を維持している。 

（記述及び理由） 

 授業等におけるＩＣＴ活用に対する職員の意識とスキルは高く、授業や教育活動の質的向上に有効活

用がされている。また、教育後援会を中心に教育機器の整備を計画的に行い、ハード面での環境が少し

ずつではあるが整備されてきている。 

 図書司書を中心として、毎月の学級ごとの利用状況の共有化をもとにした指導が図られている。また、

図書館の蔵書数も標準を満たしているとともに、ニーズを調査して必要な図書購入計画を行っている。 
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